第19回小学生室内ティーボール大会　ローカルルール
１　施設と用具

　⑴　ボール・バットは、主催者が用意したものを使用する。ボールはインドア用（低反発）11インチ。
　⑵　守備時はグラブを着用すること。
　⑶　バッターズサークル・・・本塁プレートの角を中心として、半径３ｍの円を描く。

　　　　　　　　　　　　　　　打者はこのサークル内で打撃を行う。

　⑷　バッティングティー・・・バッティングティーは、本塁プレートの後方５０cm以上１ｍ以内に置く。

２　本塁手規定
　本塁手は打者が打撃を完了するまでは、バッターズサークルの外にいなければならない。

３　打撃規定

　⑴　打者はボールを持ってバッターズサークルに入り、バッティングティーの高さを調節後、ボールを
バッティングティーに載せ、審判が「プレイ」と宣告したら速やかにボールを打つ。
　⑵　打撃時の軸足の移動は１歩までとする。２歩以上動かしたときは、ワンストライクが加えられる。

　　ツーストライク後からこれを行ったときは、打者は三振である。

　⑶　打者がボールを打たないで、ティーだけを打ったときは、空振りでワンストライクが加えられる。

　　ツーストライクからこれを行ったときは、打者は三振である。
　⑷　ツーストライク後のファールは、打者はアウトである。

　⑸　バントやプッシュバントは認められない。これを行ったときは、ワンストライクが加えられる。
　　ツーストライクからこれを行ったときは、打者は三振である。

　⑹　打撃後、バッターズサークルから直接バットがサークル外に出た場合は即アウト。（転がって出た

　　場合はOK）

４　走塁規定

　⑴　走者は打者が打った後、離塁することができる。走者の離塁が早いときは、走者は離塁アウトになる。
　⑵　盗塁は認められない。

　⑶　スライディングは禁止する。行うと走者はアウト。
⑷　走者の１塁、２塁、３塁での駆け抜けは認められる。駆け抜けた後、進塁の意志がない場合には野手に
　タッチされてもアウトにならない。
５　試合

　⑴　全員打撃制のルールとし試合は２回とする。
　⑵　同点の場合は、リーグ戦であれば引き分け、トーナメントであれば抽選で勝敗を決定する。
　⑶　残塁の走者は次回に受け継ぐ。最終回の残塁者はこの限りではない。
　⑷　攻守の決定は、試合前に両チームのキャプテンによるジャンケンで決定する。
⑸　球審によって「プレイボール」が宣告されると、試合は開始される。
　⑹　10人目の打者については、打者及び走者がアウトになった時、または「タイム」がかかった時点で攻撃は終了となる。
　⑺　インフィールドフライのルールは適用しない。
　⑻　タッチアップあり。
  ⑼　守備者は「タイム」がかかったらボールを次打者のところに転がす。
　　※ダイレクトや球速の速いゴロでの送球はしないこと！！
裏面に続く
６　審判

　⑴　審判は、各チームの帯同審判で行う。
　⑵　球審と塁審は、打者走者の進塁が一段落しボールが内野手か本塁手に戻ったら「タイム」をかける。
上記に記載の無いものについては、日本ティーボール協会公式規則「日本協会発行」に準拠する。
７　その他
　⑴　リーグ内の順位決定方法　①勝敗　②得失点差　③総得点　によって決定する。
（①②③が全て同じ場合は抽選）
⑵　保護者及び応援は、観客席での見学（試合をするチームのみ）とし、密にならないよう配慮する。
試合終了後は速やかに退席すること。
　⑶　その他、主催者及び役員の指示に従うこと。
